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【課題概要】

(１) 戦略的観点を持つ廃止措置ゼネラリストの育成のための講義と実習

廃止措置全般にわたる知識及び戦略の構築並びにプロジェクト管理の習得を目的として，
次の講義及び実習を実施する。

①廃止措置で必要な廃止措置技術に係ること

②戦略の構築に必須な特徴分析，環境分析，リソース分析に係ること

③状況の変化に対応するスキル（グレーデッドアプローチの適用）に係ること

(２）国内視察

廃止措置を実感するために最も効果的である国内実施状況の視察を実施する。原子力発
電所，核燃料サイクル施設等の廃止措置現場の視察を行う。

(３）海外研修

海外研修として, 先行する海外の廃止措置の状況視察及び現地技術者との廃止措置の戦
略に係る事項について議論及び情報交換を実施する。

【目的】 戦略的な観点を持って廃止措置を推進していくスキルを持つ人材，すな
わち，廃止措置に係る技術的な側面に加え，原子力利用におけるバックエンド分野
の社会における重要性及びそれが与える社会的影響を理解している者であり，海外
の良好事例を積極的に取り入れ，効果的かつ効率的な廃止措置推進を可能とする人
材の育成を目的とする。
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目標とする人材像

戦略的な観点を持って
廃止措置を推進していく

スキルを持つ人材

廃止措置に係る工学的な知識 廃止措置に係る社会科学的な知識

原子力全般にわたる知識
廃止措置の特徴
廃止措置に適用する技術
廃止措置安全の考え方

プロジェクトマネージメント
社会分析技術
事業の最適化
経営戦力

廃止措置の戦略

グレデッドアプローチの適用

2



（１）戦略的観点を持つ廃止措置ゼネラリストの育成のための講義と実習

第１回：2022/7/15-18(4日間)  zoom

参加者： ３名
長岡技術科学大学・博士課程
東京大学・博士課程
東京大学・修士課程

第２回：2022/8/26-27(2日間)  zoom(短期コース)

参加者： ３名
北海道大学・修士課程
北海道大学・学部４年
早稲田大学・学部３年
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2021年度 2021/11/19-23(4日間) zoom

参加者： 12名(大学院生７名・学部生５名）

2022年度



講義
廃止措置全般にわたる知識及び戦略の構築並びにプロジェクト管理の習得を目的として，
次の講義を実施した。

①廃止措置で必要な廃止措置技術に係ること

②戦略の構築に必須な徴分析，環境分析，リソース分析に係ること

③状況の変化に対応するスキル（グレーデッドアプローチの適用）に係ること

→講義及び実習の実を上げるために，事前課題を課し，研修の予習を行うことを求めた

→講義及び実習の定着を図るため事後課題を課し，全員に提出を求めた。

実習
グループ実習として次の事項に取り組んだ。

 国内の原子力発電所を想定して，「廃止措置戦略の構築」についてグループ学習
を行い，研修生の考える戦略の構築を行った

 グループ実習は，それ自体を“プロジェクト”として捉え，“廃止措置の戦略構
築プロジェクト”として実施

（１）戦略的観点を持つ廃止措置ゼネラリストの育成のための講義と実習 4



2022年度講義及び実習のスケジュール

＊8月26,27日の研修は1日目，２日目の講義のみ行った

（１）戦略的観点を持つ廃止措置ゼネラリストの育成のための講義と実習 5



2022年度実習成果物の例

（１）戦略的観点を持つ廃止措置ゼネラリストの育成のための講義と実習 6



訪問先：日本原子力発電(株)

 廃止措置実施中の敦賀発電所１号機の
廃止措置状況

 敦賀発電所 放射性廃棄物貯蔵施設

2022年度敦賀発電所視察スケジュール（２）国内視察

2022年度 日時：2022年9月12日（月）

参加者：５名 （講義参加者（１名除く））

7

2021年度 日時：2021年12月27日（月）
参加者：13名



日時： 2022年11月19日～24日

参加者： ６名（男性４名・女性２名／昨年度・今年度参加者より選抜）

長岡技術科学大学・博士課程、東京大学・修士課程、北海道大学・学部生

東京工業大学・修士課程、東海大学・学部生、東京都市大・学部生

訪問先：英国ドンレイ原子力研究所，ドンレイステークホルダグループ

実施内容：

（３）海外研修

１）資料準備と準備会合

ドンレイ原子力研究所の技術者との情報交換及びドンレイステー
クホルダグループとの意見交換ため、10月初旬から11月中旬にか
けて下記の資料を作成し，事前に送付した。

ドンレイ原子力研究所：
“Issues of the disposal of RW in decommissioning

- focusing clearance – ”

ドンレイステークホルダグループ：
“New Stakeholder Group (NSG)”
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2) 視察と技術交換会
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 現場を見ることができて、廃止措置が如何に大掛かりで複雑な作業であるかを理解できた。
前に敦賀発電所の廃止措置を見学した時よりも、この点について実感できた。これは、
実際に作業している従事者を見て話しを伺ったり、作業の体験をすることができたからだと思う。

 技術情報交換会では、ドンレイの方々の熱意を感じた。マネジメントの一つである長年に渡る技術の継承
について、ドンレイでは教育活動や技能実習にも力を入れているようだ。特に、大学院研修プログラムで
は、ドンレイ地域外から若者が移ってくるようで、地域経済や人口減少などにも効果が期待されるようで
ある。

 研修に参加して廃止措置や処分事業に関する知見が深まった。現場を見ること、現場を考えることは大変
勉強になった。修士論文研究では新型炉の研究開発を行っているが、原子炉の終わりを意識して概念の設
計を行いたいと思う。企業で働くようになっても、こうした意識を忘れないようにしたい。また、私たち
学生を一技術者のように扱ってくれ、真摯な説明と質疑応答を行っていただいたことを嬉しく思う。

 私はこの廃止措置研修に参加し、専攻分野とは異なるテーマを勉強することで、原子力分野への学びがさ
らに広がり、深まったと感じています。国内研修をはじめ、実際にその場所に行き、目で見て肌で感じる
という行為は、机上での勉強の理解度をより深めてくれました。

 活動が良いものだと思うからこそ、それを真似たものを日本に持ち込みたいという私たちの話を真摯に聞
き、実直なアドバイスをくれるのだと考えると、彼らが見自分たちの言動に持っている誇りや責任を強く
感じた。信頼性や誠実性という言葉がリスクコミュニケーションに用いられて久しく、今回の渡航で本当
の意味で信頼性・誠実性の大切さを理解できた。納得のいく行動や未来のために、しっかりと現実に向き
合っているからこそ、理想と現実とのバランスをとった行動が彼らにはできるのだと考えた。

３）研修生の意見，感想
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• 戦略的観点を持つ廃止措置ゼネラリストの育成のための教材を作成し，
講義と実習をおこなった。また，習得すべき事項の重要度を把握し，
得られた知識の定着を目的として事前及び事後の課題を研修生に課し
た。

• 敦賀原子力発電所における廃止措置の現場を実際に視察することで，
廃止措置に係る知識の深層理解を図った。

• 英国ドンレイ原子力研究所を視察する海外研修により、海外の廃止措
置現場を知るとともに、課題についてディスカッションを実施した。

• 研修生に対してアンケートを実施した。結果は以下の通りであるが，
研修生の満足度は高いものであった。

2021年度 2022年度
研修実習満足度： ４.８０ ４.８０
国内視察満足度： ４.８３ ５.００（５点満点）
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